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東広島市立平岩小学校 
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〈指導者の言葉〉 
 

この作品は，国語科「話したいな，うれしかったこと」の単元で用いたス
ピーチ原稿をもとに，うれしかった出来事について詳しく書き表した生活作
文です。 

この作品を指導するにあたっては， 
①うれしかった出来事について，その時々の様子や思いを細かくメモす

る。 
②段落や「始め，中，終わり」といった基本的な文章構成を意識してまと

める。 
③自分の気持ちを豊かに表現できるような言葉を選ぶ。 
という３点に留意して指導しました。 
本児童は，自分の関わりによって弟を成長させたことに大きな喜びを感

じ，そのことが書くことへの原動力となりました。弟が野球に興味を持ち始
めたことを知ったとき，練習を始めたものの思い通りに進歩しないとき，練
習の成果を感じ取ったとき等について振り返り，出来事やその時々の気持ち
を重ね合わせて素直に表現しています。大好きな弟への深い愛情や兄として
の覚悟が伝わる，心温まる作品になりました。 

 


